
陶展文

事件の謎解明に挑む素人探偵、主人公。神戸
の海岸通り、東南ビルの地階にある中華料理
店「桃源亭」の店主兼料理人。中国は陝西生
まれの福建育ち。日本に留学、東京の髙校、大
学を卒業。数年間の帰国を挟み、20数年、日
本に居つく。妻・節子、娘・羽容の三人家族。世
間からは漢方医としても認められている。父親
譲りの拳法が得意。「桃源亭」を主たる生活の
場としているが北野町1丁目に居宅をもつ。

衣笠健次
桃源亭の料理人。陶展文の妻の甥。展文の拳
法の弟子。

小島和彦 中央新聞の記者。陶展文の拳法の弟子。

朱漢生
安記公司(あんきコンス)の主人。陶展文の弟
分のような存在。展文の象棋相手。

「枯草の根」に描かれた陶展文＆近しい人々

題 初出

1 ＊ 枯草の根
1961年、江戸川乱歩賞受賞
1961年講談社

2 ＊ 三色の家 1962年講談社

3 くたびれた縄 「ミステリー」1962年6月号

4 ひきずった縄 「ミステリー」1962年7月号

5 縄の繃帯 「ミステリー」1962年8月号

6 ＊ 割れる 1962年早川書房

7 崩れた直線 「小説宝石」1969年6月号

8 虹の舞台
「週刊小説」1973年4月6日号
～6月1日号

9 軌跡は消えず 「小説現代」1983年8月号

10 王直の財宝 「小説現代」1984年5月号

陶展文登場作品一覧

＊は書き下ろし

陳舜臣さんは1961年、『枯草の根』で江戸川乱歩賞を受賞し、作家のスタートを切りました。この作品は、

素人探偵・陶展文が活躍する推理小説で、以後、同じ主人公が登場する小説が10作ほどあり、“陶展文もの”

と呼ばれています。ここに、“陶展文もの”を集めてみました（編集委員 橘雄三)
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『枯草の根』は1961年度の江戸川乱歩賞受賞作で、

描かれている主たる舞台は当時の神戸です。主人公

陶展文は50歳。(詳細は本通信43号をご覧下さい)

陳舜臣さんが「桃源亭」を、そのテナントとした東

南ビルは、「商船三井ビル」をモデルにしているが、

陳さんはこのビルに、思い入れがあるようです。

『枯草の根』では、

六階建の東南ビルは戦前の建物で、最近にわかに

林立した周囲の新築ビルにくらべると、どうしても

色あせたうば桜の感を免れない。 （集英社文庫版

p.23）

と表現していますが、『虹の舞台』では、

いくら背伸びを

してみても、高さ

では最近のノッポ

ビルにかないっこ

ない。風格である。

駆けだしの新ビル

は、いくら工夫を

こらしても、風格

が出るわけはない。やはり四十年の歳月に磨かれて、

しぜんににじみ出るのがほんものなのだ。（徳間文

庫版p.5-6）

と、愛着を込めて描いています。

『枯草の根』は、本通信第43号で取り上げましたの

で、あとの作品を順不同で見ていきます。

台湾TVドラマ『憤怒的菩薩(怒りの菩薩)』の一シーン

原作には登場しない陶展文がドラマでは主役

現在の商船三井ビル www.belca.or.jp より

《１．『枯草の根』に描かれた陶展文＆近しい人びと》

《2．“陶展文もの”一覧》



神
戸
三
宮
の
新
築
ビ
ル
に
作
ら
れ
る
「世
界
の
味
セ
ン
タ
ー
」

に
イ
ン
ド
料
理
の
出
店
を
決
め
た
宝
石
商
マ
ニ
ラ
ル
・ラ
イ
に

は
、と
か
く
の
噂
が
あ
っ
た
。あ
の
ネ
ー
ル
と
並
ぶ
イ
ン
ド
独

立
の
英
雄
チ
ャ
ン
ド
ラ
・ボ
ー
ス
か
ら
運
動
資
金
の
宝
石
を

奪
っ
た
と
い
う
の
だ
。中
華
料
理
店
『
桃
源
亭
』
亭
主
・陶
展

文
は
、同
じ
出
店
仲
間
と
と
も
に
ラ
イ
の
自
宅
に
招
か
れ
た

が
、ま
さ
か
死
体
の
彼
と
対
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
は…

。

包
丁
よ
り
推
理
の
き
れ
る
名
探
偵
の
好
評
長
篇
。

ま
ず
、
「
陶
展
文
も
の
」
共
通
の
登
場
人
物
を
簡
単

に
記
述
し
ま
す
。

●
陶
展
文(

と
う
て
ん
ぶ
ん)

事
件
の
解
明
に
挑
む
主
人

公
。料
理
店
「桃
源
亭
」
の
店
主

●
衣
笠
健
次

桃
源
亭
の
料
理
人
。陶
展
文
の
妻
の
甥
。展

文
の
拳
法
の
弟
子

●
小
島
和
彦

中
央
新
聞
の
記
者
。陶
展
文
の
拳
法
の
弟

子●
朱
漢
生(

し
ゅ
か
ん
せ
い)

安
記
公
司
の
主
人
。陶
展
文

の
弟
分
の
よ
う
な
存
在
。展
文
の
象
棋
相
手

以
下
、
『
虹
の
舞
台
』
固
有
の
登
場
人
物
で
す
。

●
小
村
道
男

東
南
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
東
南
汽
船

の
社
長

●
沢
岡
進

も
と
東
南
汽
船
所
属
ジ
ャ
マ
イ
カ
丸
船
長
。三

宮
に
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
サ
ン
ラ
イ
ズ
・ビ
ル
の
専
務
取
締

役
。同
ビ
ル
に
で
き
る
「
世
界
の
味
セ
ン
タ
ー
」
の
開
業
準
備

を
任
さ
れ
て
い
る
。陶
展
文
の
拳
法
の
弟
子

●
甘
練
義(

か
ん
れ
ん
ぎ)

中
国
料
理
の
料
理
人
と
し
て

著
名

●
田
辺
源
市

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
料
理
人
と
し
て
著
名

●
マ
ニ
ラ
ル
・ラ
イ

本
業
は
宝
石
商
。経
営
者
と
し
て
「
世

界
の
味
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
出
店
を
進
め
て
い
る
。料
理
人
と
し

て
も
相
当
。神
戸
で
の
出
店
に
備
え
、北
野
町
に
居
宅
と
し

て
古
い
洋
館
を
買
う
。チ
ャ
ン
ド
ラ
・ボ
ー
ス
の
宝
石
を
横
領

し
た
と
、在
留
イ
ン
ド
人
の
間
で
評
判
が
悪
い

●
ラ
イ
夫
人
弘
子

西
条
弘
子
。も
と
銀
座
の
ホ
ス
テ
ス

●
上
野
浩
介

マ
ニ
ラ
ル
・ラ
イ
の
番
頭
。42
歳

●
川
崎
波
子

東
南
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
、オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
商

会
の
タ
イ
ピ
ス
ト
。夜
は
「
ム
ー
ン
・ラ
イ
ト
」の
ホ
ス
テ
ス

●
大
泉
敬
吾

定
年
後
、趣
味
で
太
平
洋
戦
争
史
を
研
究

し
て
い
る
。戦
争
中
、下
士
官
と
し
て
南
方
に
出
征
し
た
経

歴
が
あ
る
。(

陳
舜
臣
さ
ん
は
、チ
ャ
ン
ド
ラ
・ボ
ー
ス
と
マ
ニ

ラ
ル
・ラ
イ
の
接
点
の
可
能
性
を
語
ら
せ
る
た
め
に
登
場
さ

せ
た
と
思
わ
れ
る)

●
秋
野

マ
ニ
ラ
ル
・ラ
イ
に
洋
館
を
紹
介
し
た
不
動
産
屋

●
桑
島
真
知
子

父
は
ア
メ
リ
カ
軍
人
、母
は
日
本
人
。フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
や
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス
テ
ス
の
経
歴
が
あ
る
。マ
ニ

ラ
ル
・ラ
イ
の
か
く
し
女
。ラ
イ
は
彼
女
に
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で

買
い
与
え
て
い
る

●
中
松
鎮
夫

宝
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
兼
ブ
ロ
ー
カ
ー
。な
か
な

か
の
ハ
ン
サ
ム
、35
歳
。桑
島
真
知
子
に
は
中
松
の
影
が
ち
ら

つ
く

●
原
辰
三

通
称
ハ
ラ
タ
ツ
。か
つ
て
、サ
イ
ゴ
ン
の
コ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
一
員
。今
は
、大
阪
の
ミ
ナ

ミ
で
ふ
ぐ
料
理
店
を
営
む

●
ダ
イ
ッ
ト
ワ
ラ

通
称
ダ
イ
ス
ケ
。

ア
ウ
ト
・カ
ー
ス
ト
出
身
の
イ
ン
ド
人
。

当
時
、サ
イ
ゴ
ン
の
コ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の

一
員
。仲
間
う
ち
で
は
「
嘘
つ
き
病
」

で
知
ら
れ
て
い
た

『
三
色
の
家
』
は
わ
か
り
や
す
い
が
、
『
虹
の
舞
台
』

は
、
『
枯
草
の
根
』
と
並
び
、
わ
か
り
に
く
い
タ
イ
ト

ル
で
す
。
作
品
文
中
、
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ネ
タ
ば

れ
に
な
ら
な
い
程
度
に
少
し
引
用
し
ま
す
。(

徳
間
文
庫

版
p.
2
6
9)

「
な
る
ほ
ど
、
は
じ
め
か
ら
話
を
で
っ
ち
あ
げ
る
の
は
、

難
し
い
作
業
で
す
か
ら
ね
え
。…

ま
あ
、
実
話
の
舞
台

に
自
分
を
出
す
と
い
う
の
は
わ
か
り
ま
す
よ
。
だ
け
ど
、

ど
う
せ
出
る
な
ら
、
良
い
役
で
出
れ
ば
い
い
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ラ
イ
は
悪
役
で
出
場
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

出
自
を
か
く
し
、
そ
こ
か
ら
脱
け
出
し
た
い
と
の
願

望
を
持
つ
マ
ニ
ラ
ル
・
ラ
イ
は
、
実
話
の
舞
台
を
借
り
、

い
つ
か
、
虹
の
よ
う
な
実
体
の
な
い
、
は
か
な
い
舞
台

に
身
を
置
い
て
生
き
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
思
え
る
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
一
つ

だ
け
あ
げ
ま
す
。(

徳
間
文
庫
版
p.
1
0
2)

慚
愧
の
念
も
あ
っ
た
。
ボ
ー
ス
は
戦
っ
た
の
に
、
自

ざ

ん

き

分
は
戦
い
か
ら
逃
げ
た
の
で
は
な

い
か
？
陶
展
文
が
目
を
ひ
ら
く
と
、

大
泉
邸
の
椿
の
花
が
（
紅
い
花
も

あ
れ
ば
、
白
い
花
も
あ
る
の
よ
）

と
、
囁
き
か
け
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

(

上
の
画
像
は
毎
日
新
聞
社
版
表
紙)
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『虹の舞台』 キャッチコピー、登場人物ほか

徳
間
文
庫
版
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

主
な
登
場
人
物
ほ
か

ネ
タ
バ
レ
に
な
ら
な
い
程
度
に

『
虹
の
舞
台
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意
味

陳
さ
ん
は
、チ
ャ
ン
ド
ラ
・ボ
ー
ス
に
負
い
目
？
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『虹の舞台』初出、『週刊小説』１９７３年４月６日号を紹介

当
時
活
躍
し
て
い
た
作
家
、
筒
井
康
隆
、
川
上
宗
薫
、
夏
樹
静
子
、

梶
山
季
之
、
野
坂
昭
如…

が
ズ
ラ
リ
。
つ
ま
り
、
陳
舜
臣
さ
ん
の
ラ
イ

バ
ル
で
す
。

連
載
第
一
、
二
頁
。
一
頁
は
タ
イ
ト
ル
と
絵
。
絵
と
本
文
の

間
に
太
字
で
三
行
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
（
惹
句
）
。

じ
ゃ
っ
く

「
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
宝
石
を
横
領
し
た
と
い
わ
れ
る
イ

ン
ド
人
の
家
に
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
主
人
で
拳
法
の
達
人
、
陶
展

文
な
ど
四
人
の
客
が
招
か
れ
た
。
彼
ら
と
日
本
人
の
妻
弘
子
が

談
笑
し
て
い
る
客
間
に
、
突
然
、
三
発
の
銃
弾
が
う
ち
こ
ま
れ

た
。
噂
ど
お
り
、
秘
密
結
社
の
殺
し
屋
の
仕
業
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

『虹の舞台』は、実業之日本社発行『週刊小説』に1973年4月6日号から6月1日号までの８週、８回連載され

ました。第一章～第八章、８章立てになっているのも納得です。探せばあるもので、古本屋で、連載初回の1

973年4月6日号を見つけました。喜び勇んで買い求めましたので、ここに紹介いたします。なお、本体に印刷

されている定価は百円ですが、私の購入価格はその十倍でした。

当時の文芸界、出版業界の様子がわかって面白いので、画像で紹介いたします。

■なお、作者の近況として、次のような文章が載っていました。

マイペースで仕事をする主義の陳舜臣氏、「今度の連載は長編書き下ろしと同じくらいの覚悟でやらなければ…」と
いうので、週刊誌２本、月刊誌１本の連載や単発物の仕事を週の前半に終わらせ、後半の三日間を割いて全力投球し
てくださるということだ。

「
虹
の
舞
台
」
連
載
第
一
回
が
掲
載
さ
れ
た
『
週
刊
小
説
』
の
表
紙

同
号
の
目
次

同
号
、「
虹
の
舞
台
」
連
載
頁

「新連載 虹の舞台 陳舜臣」の文字が

目立つ。表紙女優、関根恵子がナイーブ

（撮影：秋山庄太郎）
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『三色の家』 あらすじ並びに登場人物

『
三
色
の
家
』
も
、
陶
展
文
が
探
偵
役
を
つ
と
め
る

と
う
て
ん
ぶ
ん

こ
と
で
は
変
わ
り
な
い
の
だ
が
、
『
枯
草
の
根
』
『
虹

の
舞
台
』
の
場
合
は
、
す
で
に
五
十
を
越
え
、
若
々
し

い
と
は
い
っ
て
も
ど
こ
か
に
も
の
う
い
老
い
の
か
げ
り

を
感
じ
さ
せ
る
の
に
比
べ
て
、
こ
ち
ら
で
探
偵
眼
を
き

か
す
の
は
、
ま
だ
二
十
代
の
青
年
で
あ
る
。

昭
和
八
年
三
月
、
大
学
の
法
学
部
を
卒
業
し
、
よ
う

や
く
東
京
で
の
長
い
留
学
生
活
に
終
止
符
を
う
っ
て
、

帰
国
の
た
め
の
荷
造
り
を
し
て
い
た
陶
展
文
の
と
こ
ろ

へ
、
一
通
の
速
達
が
届
い
た
。

神
田
に
あ
る
中
国
人
留
学
生
寮
の
部
屋
で
、
ま
る
三

年
間
を
陶
展
文
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
た
あ
と
、
一
足

先
に
神
戸
の
生
家
に
帰
っ
て
い
っ
た
喬
世
修
か
ら
の
も

き
ょ
う
せ
い
し
ゅ
う

の
で
あ
っ
た
。

喬
世
修
の
生
家
・
同
順
泰
公
司
は
、
神
戸
の
海
岸

ど
う
じ
ゅ
ん
た
い

通
り
に
面
し
た
と
こ
ろ
で
海
産
物
な
ど
の
貿
易
を
営
ん

で
い
た
。
そ
の
家
は
一
階
の
倉
庫
の
部
分
が
赤
煉
瓦
、

二
階
と
三
階
は
白
の
モ
ル
タ
ル
、
た
だ
し
海
岸
通
り
に

面
し
た
三
階
の
表
が
わ
は
青
色
の
ト
タ
ン
板
で
囲
っ
て

あ
り
、
近
所
の
人
は
「
三
色
の
家
」
と
呼
ん
で
い
た
。

陶
展
文
は
、
前
年
の
夏
休
み
を
こ
の
「
三
色
の
家
」

で
一
カ
月
ほ
ど
を
す
ご
し
、
今
度
も
帰
国
の
途
中
、
立

ち
寄
る
約
束
を
し
て
あ
っ
た
が
、
速
達
で
喬
世
修
は
、

父
が
心
臓
麻
痺
で
急
死
し
た
の
で
、
日
程
を
早
め
、
す

ぐ
神
戸
に
き
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
て
き
た
の
だ
。
喬
世

修
の
父
に
は
、
故
国
で
渡
し
舟
の
船
頭
を
し
て
い
た
こ

ろ
、
舟
の
上
で
あ
る
金
持
ち
を
殺
し
て
持
ち
金
を
奪
い
、

そ
れ
を
資
金
に
日
本
で
商
売
を
は
じ
め
た
、
と
い
う
伝

説
が
あ
る
。

神
戸
の
喬
世
修
家
を
訪
れ
た
陶
展
文
の
前
で
、
不
思

議
な
殺
人
事
件
が
お
き
る
。

喬
世
修
の
死
ん
だ
父
の
腹
心
だ
っ
た
杜
自
忠
が
、
輸

と

じ
ち
ゅ
う

出
用
の
海
産
物
を
乾
燥
さ
せ
る
干
し
場
で
、
な
ぐ
り
殺

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

事
件
当
時
、
こ
の
干
し
場
で
被
害
者
は
昼
寝
を
し
て

い
た
の
だ
が
、
そ
こ
へ
の
出
入
り
に
は
、
殺
し
に
関
係

な
い
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
の
目
が
あ
っ
た
。
万
一
、
入

れ
た
と
し
て
も
、
犯
行
後
だ
れ
の
目
に
も
ふ
れ
な
い
で

出
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
思
わ
れ
た
。
そ
し

て
、
複
雑
な
人
間
関
係
が
浮
か
び
あ
が
る
。

喬
世
修
の
家
に
は
、
父
の
死
の
前
、
世
修
に
は
腹
違

い
の
兄
に
あ
た
る
と
い
う
男(

喬
世
治)

が
、
故
国
か
ら

き
ょ
う
せ
い
じ

突
然
や
っ
て
き
て
、
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
は
じ
め
て
い

た
。
喬
世
修
の
妹
純
は
、
こ
の
新
し
い
「
兄
」
に
す
っ

か
り
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
「
兄
」
と
称
す
る
男

は
、
長
く
中
国
の
田
舎
で
百
姓
を
や
っ
て
い
た
は
ず
な

の
に
、
本
屋
の
店
先
で
洋
書
や
日
本
語
の
本
を
読
む
な

ど
、
不
審
な
点
が
多
す
ぎ
た
。

ま
た
、
杜
自
忠
の
妻(

秋
子)
の
連
れ
子
で
、
い
つ
も

ふ
て
ぶ
て
し
い
態
度
を
崩
さ
な
い
一
郎
。

隣
家
の
海
産
物
商
桑
野
商
店
の
店
主
桑
野
善
作
と
喬

世
修
の
父
と
は
、
他
の
商
店
が
や
っ
か
む
ほ
ど
の
深
い

つ
き
あ
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
父
の
死
後
も
善
作
は
、
何

か
と
若
主
人
世
修
の
世
話
を
焼
き
、
世
修
と
善
作
の
娘

輝
子
と
は

恋
仲
で
も

あ
っ
た
。

桑
野
商

店
の
店
員

で
、
世
修

の
父
に
ま

つ
わ
る
い

ま
わ
し
い
渡
し
舟
殺
人
事
件
の
土
地
か
ら
や
っ
て
き
た

と
自
称
す
る
青
年(

郭
文
昇)

の
存
在
。
近
く
の
組
に

か
く
ぶ
ん
し
ょ
う

出
入
り
す
る
沖
仲
仕
で
、
目
つ
き
の
気
に
な
る
大
き
な

黒
子
の
あ
る
男(

佐
藤)

。
こ
の
間
、
展
文
の
世
修
の
妹

ほ

く

ろ

純
に
よ
せ
る
ひ
そ
か
な
思
い
が
ほ
の
見
え
た
り
し
て
、

『
枯
草
の
根
』
時
代
の
円
熟
し
た
探
偵
の
姿
が
思
い
お

こ
さ
れ
、
他
の
陶
展
文
も
の
と
は
一
味
違
う
面
白
さ
を

覚
え
る
。

陶
展
文
は
、
入
り
組
ん
だ
人
間
関
係
に
目
を
す
え
、

や
が
て
あ
る
線
を
た
ぐ
り
よ
せ
る
の
だ
が
、
世
修
の
恋

を
見
守
り
な
が
ら
、
た
ど
り
つ
い
た
結
末
の
、
後
味
の

さ
わ
や
か
さ
。
彼
の
人
間
的
な
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
あ
た

た
か
さ
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
極
め
て
印
象
的
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
枯
草
の
根
を
悼
む
」
思
い
と
通
じ
あ
う
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
陳
舜
臣
と
い
う
作
家
の
創
り
だ
す
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
虚
構
世
界
の
中
に
、
核
と
な
っ
て
在

る
人
間
へ
の
激
し
い
思
い
が
、
こ
こ
に
も
ま
ご
う
こ
と

な
く
表
出
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
胸
を
打
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

渡
し
舟
殺
人
事
件
■
陳
舜
臣
さ
ん
は
『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』

で
、
噂
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
実
在
の
人
物
、
移
情
閣
主

人
・
呉
錦
堂
に
、
こ
の
話
を
当
て
嵌
め
て
い
る
。
「
大
人
」

は

と
か
、
「
寛
仁
大
度
」
と
言
わ
れ
る
陳
舜
臣
さ
ん
の
小
説

作
法
と
し
て
は
理
解
に
苦
し
む
。
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